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テ
ロ
震
源
国
で
の
暴
力
に

い
か
に
対
処
す
べ
き
か
？

　

２
０
０
１
年
に
９
・
11
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生

し
て
か
ら
２
０
１
１
年
は
10
年
に
な
る
。

　

こ
の
間
、
米
国
主
導
の
対
テ
ロ
戦
争
に
よ
っ
て
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
タ
リ
バ
ン
政
権
が
、
ま
た
、
イ
ラ
ク
で
は

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
が
崩
壊
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
後
、対
テ
ロ
戦
争
に
参
加
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
、
ス
ペ
イ
ン
や
イ
ギ
リ
ス
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
こ

る
な
ど
、
世
界
は
暴
力
の
負
の
連
鎖
に
直
面
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
２
０
１
０
年
10
月
末
に
イ
エ
メ
ン
か
ら

米
国
に
向
け
た
航
空
貨
物
の
中
に
爆
発
物
が
見
つ
か
り
、

米
国
は
依
然
と
し
て
テ
ロ
の
脅
威
を
克
服
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
12
月
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
授
賞
期

間
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
自
爆
攻
撃
が
発
生
し
、
テ
ロ
が

国
際
社
会
の
安
全
に
と
っ
て
重
大
な
脅
威
で
あ
り
続
け
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
活
動
の
震
源
地
と
な
っ

て
い
る
国
が
存
在
す
る
が
、
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
国
の
テ

ロ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
要
因
を
分
析
し
、
日
本
な
ど
国

際
社
会
が
い
か
に
暴
力
を
減
じ
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て

み
た
い
。

国
際
社
会
に
お
け
る
テ
ロ
に

い
か
に
抗
す
る
か静

岡
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学
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イ
ラ
ク
情
勢
の
不
透
明
性
の
背
景

　

イ
ラ
ク
駐
留
米
軍
の
最
後
の
戦
闘
部
隊
が
２
０
１
０
年

８
月
19
日
、
イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
し
、
隣
国
ク
ウ
ェ
ー
ト
へ

の
移
動
を
完
了
さ
せ
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
同
年
８
月
末

ま
で
の
撤
退
完
了
を
表
明
し
て
い
た
が
、
イ
ラ
ク
の
治
安

情
勢
の
悪
化
な
ど
か
ら
実
施
を
若
干
早
め
た
。
混
乱
を
深

め
る
中
で
戦
闘
部
隊
が
撤
退
し
た
こ
と
は
、
米
国
の
イ
ラ

ク
政
策
が
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　

イ
ラ
ク
南
部
の
ナ
シ
リ
ヤ
油
田
は
１
日
当
た
り
の
生
産

量
が
60
万
バ
レ
ル
と
、
日
本
の
１
日
の
消
費
量
の
10
％
超

に
値
す
る
生
産
量
が
見
込
め
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
資
源

を
め
ぐ
っ
て
南
部
の
人
口
の
大
半
を
占
め
る
シ
ー
ア
派
と
、

ス
ン
ニ
派
の
武
装
集
団
の
争
い
、
あ
る
い
は
シ
ー
ア
派
組

織
の
間
の
対
立
構
造
が
強
ま
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊
後
、
イ
ラ
ク
経
済
の
先
行
き
は
不
透

明
で
、米
国
の
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
推
定
で
は
、失

業
率
は
25
％
か
ら
40
％
、
国
内
難
民
は
２
５
０
万
人
を
超

え
る
。

　

２
０
１
０
年
３
月
の
総
選
挙
で
は
、
マ
リ
キ
前
首
相
の

「
法
治
国
家
連
合
（
Ｓ
Ｌ
Ｃ
：
シ
ー
ア
派
主
体
）」
と
「
イ

ラ
ク
国
民
同
盟
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
：
イ
ラ
ン
の
支
援
を
１
９
８
０

年
代
よ
り
受
け
て
い
る
イ
ラ
ク
・
イ
ス
ラ
ム
最
高
評
議
会

と
、サ
ド
ル
派
が
中
心
）」
に
よ
る
連
立
政
権
が
成
立
す
る

見
通
し
だ
っ
た
が
（
イ
ラ
ク
国
会
の
１
５
９
議
席
を
占
め

る
。
総
議
席
は
２
７
５
）、こ
れ
に
ス
ン
ニ
派
が
支
持
す
る

世
俗
的
な
「
イ
ラ
ク
国
民
運
動
（
イ
ラ
キ
ー
ヤ
）」
が
反
発

し
、
結
局
、
マ
リ
キ
氏
が
タ
ラ
バ
ニ
大
統
領
か
ら
組
閣
を

命
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
８
カ
月
後
の
11
月
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
だ
っ
た
。
イ
ラ
キ
ー
ヤ
は
、
シ
ー
ア
派
主
導
の
政
治

が
イ
ラ
ン
の
意
向
を
受
け
た
も
の
で
、
宗
派
主
義
を
あ
お

り
、
暴
力
を
助
長
す
る
も
の
だ
と
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

ス
ン
ニ
派
が
政
権
の
中
枢
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
と
い

う
思
い
が
、
２
０
１
０
年
５
月
10
日
に
イ
ラ
ク
中
部
・
南

部
で
発
生
し
１
１
０
人
の
命
を
奪
っ
た
同
時
多
発
テ
ロ
の

背
景
と
も
な
っ
た
。
こ
れ
は
２
０
１
０
年
に
発
生
し
た
テ

ロ
事
件
の
中
で
は
最
大
の
惨
事
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
件

も
ま
た
、
イ
ラ
ク
の
治
安
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
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と
を
改
め
て
表
す
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
４
月
に

は
イ
ラ
ク
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
指
導
者
と
さ
れ
る
人
物

２
人
が
殺
害
さ
れ
た
も
の
の
、
反
米
・
反
政
府
の
武
装
集

団
に
よ
る
破
壊
活
動
は
、
大
規
模
に
行
う
こ
と
が
依
然
と

し
て
容
易
で
、
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。

　

こ
う
し
た
テ
ロ
が
発
生
す
る
の
は
、
フ
セ
イ
ン
政
権
が

崩
壊
し
て
、
宗
派
や
地
域
に
よ
る
経
済
格
差
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
、
自
ら
の
経
済
状
態

や
政
治
的
地
位
に
不
満
を
持
つ
武
装
集
団
の
活
動
が
一
向

に
鎮
静
化
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。

湾
岸
地
域
に
お
け
る
米
国
の
友
好
国
で
あ
る
ア
ラ
ブ
諸
国

に
も
、
イ
ラ
ク
の
内
政
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
イ
ラ
ク
国

内
の
経
済
・
社
会
状
態
の
改
善
に
力
を
貸
そ
う
と
す
る
姿

勢
は
希
薄
で
、
イ
ラ
ク
情
勢
は
米
軍
が
撤
退
す
れ
ば
、
さ

ら
に
混こ

ん

沌と
ん

と
す
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。

注
目
さ
れ
る
脅
威

︱
「
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」

　

２
０
０
９
年
12
月
25
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
発
生
し

た
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
２
５
３
便
の
爆
破
未
遂
事
件
は
、

対
テ
ロ
戦
争
を
継
続
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
航
空
会
社
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
こ
と
、
犯
人
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人

ウ
マ
ル
・
フ
ァ
ル
ー
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
タ
ラ
ブ
が
下
着

の
中
に
爆
薬
の
粉
末
を
隠
し
持
つ
な
ど
、
新
し
い
テ
ロ
の

手
法
が
考
案
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
世
界
中
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
た
。

　

特
に
、
米
国
が
警
戒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
未
遂

犯
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
タ
ラ
ブ
が
訓
練
と
爆
発
物
を
得
た
と

さ
れ
る
イ
エ
メ
ン
だ
。
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
は
、
イ
エ

メ
ン
の
不
安
定
が
地
域
だ
け
で
な
く
、
国
際
社
会
全
体
に

と
っ
て
脅
威
と
な
っ
て
い
る
と
発
言
し
た
。
イ
エ
メ
ン
政

府
は
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
と
の
戦
い
を
強
調
し
て
き
た
が
、
イ

エ
メ
ン
北
西
部
サ
ア
ダ
州
の
反
政
府
運
動
ま
で
ア
ル
カ
ー

イ
ダ
と
関
連
が
あ
る
と
す
る
な
ど
、
テ
ロ
を
抱
え
、
そ
れ

と
の
闘
争
に
従
事
す
る
イ
エ
メ
ン
政
府
の
姿
勢
を
強
調
し

た
。

　

イ
エ
メ
ン
が
国
際
的
に
活
動
す
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の

拠
点
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
。
中
央
政
府
の
権
威
は
弱
く
、

地
方
社
会
は
独
自
に
発
展
し
て
き
た
。
ま
た
地
形
的
に
も

山
岳
や
断
崖
絶
壁
が
多
く
、
過
激
派
の
軍
事
訓
練
や
拠
点
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作
り
に
適
し
て
い
る
。サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
生
ま
れ
た「
ア

ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

政
府
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
っ
た
結
果
、
イ
エ
メ
ン

に
流
入
し
て
２
０
０
９
年
２
月
に
イ
エ
メ
ン
を
そ
の
拠
点

に
し
た
。
石
油
価
格
の
高
騰
も
あ
っ
て
、
経
済
的
に
堅
調

な
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
が
支
持
を
失
っ

た
こ
と
も
そ
の
背
景
に
あ
る
。

　

イ
エ
メ
ン
の
紅
海
沿
岸
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ア
フ
リ

カ
の
角
（
ソ
マ
リ
ア
全
域
と
エ
チ
オ
ピ
ア
の
一
部
な
ど
を

占
め
る
半
島
）
へ
の
燃
料
や
武
器
の
密
輸
の
拠
点
と
な
っ

て
い
て
、そ
の
経
済
活
動
を
ど
ち
ら
が
掌
握
す
る
か
で
、イ

エ
メ
ン
の
部
族
は
政
府
と
ホ
ウ
ス
ィ
派
に
分
か
れ
て
戦
闘

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
元
々
イ
エ
メ
ン
の
部
族
社
会
で
は

復
讐
の
伝
統
が
強
い
た
め
に
、
暴
力
が
暴
力
を
助
長
す
る

と
い
う
悪
循
環
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

イ
エ
メ
ン
で
も
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
と
そ
の
一
族
の
腐
敗

と
抑
圧
政
治
が
国
民
の
間
で
評
判
が
よ
く
な
い
。
サ
ー
レ

ハ
大
統
領
は
在
任
が
32
年
に
も
及
び
、
さ
ら
に
彼
の
息
子

を
後
継
者
と
し
て
考
え
て
い
る
。
国
の
最
高
指
導
者
を
世

襲
に
す
る
こ
と
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
孫
で
あ
る

イ
マ
ー
ム
の
家
系
が
イ
ス
ラ
ム
共
同
体
の
指
導
者
で
あ
る

べ
き
と
い
う
シ
ー
ア
派
ザ
イ
ー
ド
派
の
教
義
と
は
合
わ
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
北
部
で
は
ザ
イ
ー
ド
派
で
あ
る
ホ
ウ

ス
ィ
族
の
反
乱
が
起
き
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
諸
国
で
、
イ

ス
ラ
ム
原
理
主
義
が
台
頭
す
る
条
件
で
あ
る
政
治
腐
敗
、

経
済
的
不
平
等
と
い
っ
た
問
題
が
イ
エ
メ
ン
で
も
根
強
く

見
ら
れ
て
い
る
。
失
業
率
は
40
％
に
達
し
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
国

連
世
界
食
糧
計
画
）
は
人
口
の
３
分
の
１
を
「
重
度
の
栄

養
不
良
」
に
あ
る
と
見
る
。
ま
た
、
石
油
の
利
権
を
独
り

占
め
に
す
る
富
裕
層
と
貧
困
層
の
格
差
は
大
き
い
。

　

さ
ら
に
イ
エ
メ
ン
情
勢
の
混
迷
を
深
め
て
い
る
の
は
、

ソ
マ
リ
ア
か
ら
の
武
装
集
団
の
流
入
だ
。
イ
エ
メ
ン
と
ソ

マ
リ
ア
は
ア
デ
ン
湾
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

最
も
近
い
と
こ
ろ
は
１
６
０
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

こ
の
地
理
的
な
近
接
性
も
あ
っ
て
、
ソ
マ
リ
ア
と
イ
エ
メ

ン
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
連
携
は
ア
メ
リ
カ
が
最
も
憂
慮

す
る
事
態
だ
。イ
エ
メ
ン
も
ソ
マ
リ
ア
も
部
族
社
会
で
、保

守
的
な
宗
教
的
価
値
観
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
政

府
の
権
威
は
両
国
と
も
弱
体
化
し
て
、
国
民
に
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
。「
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ル
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カ
ー
イ
ダ
」な
ど
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
は
紛
争
地
帯
、紛

争
国
に
進
出
し
、
部
族
の
指
導
者
た
ち
と
の
協
力
を
図
っ

て
き
た
。

　

２
０
０
８
年
に
日
本
人
旅
行
者
２
人
が
誘
拐
さ
れ
た
マ

ア
リ
ブ
州
で
は
米
軍
の
偵
察
機
が
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
イ
エ
メ
ン
政
府
の
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
掃
討
作
戦
に

は
米
軍
の
情
報
や
兵
器
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
イ
エ
メ
ン

の
対
テ
ロ
対
策
で
ペ
ン
タ
ゴ
ン
が
与
え
た
支
援
額
は
２
０

０
６
年
が
４
６
０
万
ド
ル
だ
っ
た
が
、
２
０
０
９
年
に
は

6
７
０
０
万
ド
ル
に
激
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
の
偵
察
機
が
イ
エ
メ
ン
の
あ
ち
こ
ち
で
目
撃
さ
れ
、
政

府
軍
が
市
民
を
殺
害
す
る
事
態
が
い
っ
そ
う
増
加
す
れ
ば
、

イ
エ
メ
ン
の
「
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
は
増
殖
す
る
ば
か
り
で
、

イ
エ
メ
ン
が
世
界
の
新
た
な
「
火
薬
庫
」
と
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

対
テ
ロ
戦
争
主
戦
場
で
の

混
乱
の
背
景

　

オ
バ
マ
政
権
が
対
テ
ロ
戦
争
の
主
戦
場
と
位
置
付
け
、

兵
力
の
増
派
を
行
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、
タ
リ
バ
ン

は
日
々
勢
力
を
増
し
て
い
る
印
象
が
あ
る
。
タ
リ
バ
ン
は
、

一
種
の
排
外
的
な
民
族
主
義
運
動
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ

て
い
る
。
１
９
９
０
年
代
、
タ
リ
バ
ン
が
戦
乱
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
平
和
と
秩
序
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
人
た
ち
の
印
象
に
強
く
残
り
、
彼
ら
の
多
く

は
タ
リ
バ
ン
を
支
持
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
米
国
は
戦
争
を
仕
掛
け
る
こ
と
で
タ
リ
バ
ン

支
配
を
終
わ
ら
せ
た
が
、
戦
後
、
ア
フ
ガ
ン
人
は
か
え
っ

て
み
じ
め
な
状
態
に
な
っ
た
。
現
在
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
は
食
糧
、
イ
ン
フ
ラ
、
保
健
衛
生
、
職
が
ま
っ
た
く
十

分
で
は
な
く
、
国
民
の
間
の
生
活
苦
が
タ
リ
バ
ン
の
求
心

力
を
高
め
て
い
る
。

　

米
国
に
は
、
も
は
や
タ
リ
バ
ン
勢
力
を
根
絶
す
る
ほ
ど

の
経
済
力
が
な
く
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
米
兵
に
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
た
後
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
本
格
的
に
軍
事

介
入
す
る
こ
と
を
米
国
民
の
世
論
も
許
容
し
な
い
。

　

一
方
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
闘
に
強
く
反
発
す
る

世
論
が
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の

増
派
を
拒
ん
で
い
く
に
違
い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の

政
府
や
国
民
は
、
テ
ロ
を
軍
事
力
で
撲
滅
す
る
の
が
正
し
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い
方
法
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　

ソ
連
軍
が
侵
攻
す
る
以
前
か
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、

世
界
で
最
も
教
育
レ
ベ
ル
が
低
く
、
最
も
貧
し
い
国
家
の

一
つ
だ
っ
た
。
仮
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
ソ
連
軍
の
侵

攻
以
前
の
状
態
に
戻
す
と
い
っ
て
も
、
そ
の
時
代
に
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
幹
線
道
路
は
片
側
一
車
線
し
か
な
く
、

人
口
が
現
在
の
半
分
だ
っ
た
。
１
９
７
８
年
に
は
、
電
力

の
供
給
は
全
家
庭
の
わ
ず
か
に
10
％
を
か
ろ
う
じ
て
超
え

る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
タ
リ
バ
ン
政
権
崩
壊
か
ら
３
年

間
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
入
っ
た
国
際
的
な
支
援
金
は
、

１
０
０
億
ド
ル
、
そ
の
後
、
２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
１

年
ま
で
、
１
４
０
億
ド
ル
が
追
加
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
額
も
国
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

決
し
て
多
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
２

０
０
３
年
の
１
人
当
た
り
の
援
助
額
は
50
ド
ル
、
２
０
０

５
年
に
は
66
ド
ル
に
上
が
っ
た
が
、
他
の
紛
争
後
の
国
々

へ
の
援
助
に
比
べ
る
と
、
非
常
に
少
な
い
。

　

過
去
の
例
を
出
す
と
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
国
民
１
人
当

た
り
１
１
１
ド
ル
、
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
２
３

７
ド
ル
だ
っ
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
に
と
っ
て
十
分
な
職
が
創
出
・
供

給
さ
れ
な
い
た
め
、
ア
ヘ
ン
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
２

０
０
７
年
の
ア
ヘ
ン
の
輸
出
総
額
は
40
億
ド
ル
と
も
見
積

も
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

３
分
の
１
以
上
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
根
付
く
ア
ヘ
ン
経
済
は
、
政
府
の
腐
敗
の
温
床

と
な
っ
た
り
、
タ
リ
バ
ン
な
ど
反
政
府
武
装
勢
力
の
財
政

的
基
盤
と
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
ラ
シュカ
レ・
タ
イ
バ
は

な
ぜ
求
心
力
を
持
つ
か

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
混
乱
は
隣
国
の
パ
キ
ス
タ
ン
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
、
国
際
的
な
テ
ロ
集
団
の
活
動
を
台
頭
さ

せ
て
い
る
。
米
国
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
過
激
派
組
織
「
ラ

シ
ュ
カ
レ
・
タ
イ
バ
（
高
潔
な
軍
隊
）」
を
ア
ル
カ
ー
イ
ダ

よ
り
も
危
険
な
組
織
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
の
マ
イ
ク
・
マ
レ
ン
統
合
参
謀
本
部
議
長
は
、
ラ

シ
ュ
カ
レ
・
タ
イ
バ
の
脅
威
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
隣
国
で
あ

る
イ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
諸
国
に
も
広
が
っ
て
い

る
と
２
０
１
０
年
７
月
下
旬
に
発
言
し
た
。
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２
０
１
０
年
２
月
13
日
に
、
イ
ン
ド
西
部
マ
ハ
ー
ラ
ー

シ
ュ
ト
ラ
州
の
都
市
プ
ネ
（
ム
ン
バ
イ
の
南
東
約
１
０
０

キ
ロ
）
で
、
欧
米
人
に
人
気
の
高
い
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
道
場

や
、
ユ
ダ
ヤ
教
宗
教
施
設
が
集
ま
る
一
角
に
あ
る
カ
フ
ェ

「
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
ベ
ー
カ
リ
ー
」
で
、
多
く
の
客
で
混
雑
す

る
夕
食
時
に
店
内
に
置
い
て
あ
っ
た
不
審
な
箱
を
従
業
員

が
開
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
爆
発
し
、
イ
タ
リ
ア
人
と
イ

ラ
ン
人
２
人
を
含
む
９
人
が
死
亡
、
外
国
人
12
人
を
含
む

60
人
が
負
傷
す
る
爆
弾
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の
事

件
に
も
欧
米
人
や
ユ
ダ
ヤ
人
を
標
的
と
す
る
ラ
シ
ュ
カ

レ
・
タ
イ
バ
の
関
与
が
疑
わ
れ
て
い
る
。

　

ラ
シ
ュ
カ
レ
・
タ
イ
バ
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
米

軍
や
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
国
際
治
安
支
援
部
隊
）
軍
に
対
し
て
攻

撃
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
シ
ュ
カ
レ
・
タ
イ
バ
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
２
０
１
０
年
に
な
っ
て
自
爆
攻
撃
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
ジ
ャ
マ
ア
ト
・
ウ
ッ
ダ
ワ
・
ア
ル
・

ク
ル
ア
ー
ン
（
Ｊ
Ｄ
Ｑ
：
コ
ー
ラ
ン
宣
布
協
会
）
を
創
設

し
た
が
、
２
０
１
０
年
１
月
９
日
に
タ
リ
バ
ン
の
ス
ポ
ー

ク
ス
マ
ン
の
ザ
ビ
フ
ッ
ラ
ー
・
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
ド
は
、
Ｊ
Ｄ

Ｑ
が
タ
リ
バ
ン
の
活
動
に
合
流
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

Ｊ
Ｄ
Ｑ
は
、
タ
リ
バ
ン
の
最
高
指
導
者
の
ム
ッ
ラ
ー
・
オ

マ
ル
に
忠
誠
を
誓
い
、
聖
戦
を
貫
徹
す
る
意
思
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

　

ラ
シ
ュ
カ
レ
・
タ
イ
バ
が
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
間
で
求
心

力
を
持
つ
の
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
ザ
ル
ダ
リ
政
権
が
熱
心

で
は
な
い
社
会
福
祉
事
業
に
力
を
注
ぐ
か
ら
だ
。
ラ
シ
ュ

カ
レ
・
タ
イ
バ
は
、
２
０
１
０
年
８
月
に
発
生
し
、
２
０

０
０
万
人
が
罹
災
し
た
大
洪
水
で
も
迅
速
に
対
応
し
た
。

ラ
シ
ュ
カ
レ
・
タ
イ
バ
の
宗
教
組
織
で
あ
る
ジ
ャ
マ
ア
ト
・

ウ
ッ
ダ
ワ
は
、
そ
の
活
動
が
ラ
シ
ュ
カ
レ
・
タ
イ
バ
と
関

係
が
な
い
こ
と
を
装
う
た
め
に
、「
フ
ァ
ラ
ヘ
・
イ
ン
サ
ー

ニ
ー
ヤ
ト
（
人
道
支
援
基
金
）」
と
名
前
を
変
え
、広
大
な

被
災
地
で
あ
ま
ね
く
活
動
し
、被
災
者
に
宿
泊
、食
糧
、衣

類
、
医
薬
品
を
提
供
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
ザ
ル
ダ
リ
政

権
が
国
民
の
福
利
に
無
頓
着
を
続
け
れ
ば
ラ
シ
ュ
カ
レ
・

タ
イ
バ
が
勢
力
を
い
っ
そ
う
伸
張
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

過
激
派
の
活
動
を
抑
制
す
る
に
は
？

　

世
界
の
海
運
に
と
っ
て
脅
威
と
な
っ
て
い
る
ソ
マ
リ
ア

の
海
賊
は
ア
デ
ン
湾
で
活
動
を
し
て
い
る
が
、
10
年
前
に
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比
べ
る
と
、
活
動
地
域
は
東
に
拡
大
し
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
に

い
っ
そ
う
近
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊

問
題
は
、
中
央
政
府
の
権
威
が
失
墜
し
、
内
戦
が
発
生
し

た
１
９
９
０
年
代
初
頭
か
ら
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ソ
マ
リ
ア
で
は
、
失
業
率
は
50
％
を
超
し
、
農
業
も
干
ば

つ
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
振
る
わ
な
い
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、

政
府
が
国
内
の
犯
罪
行
為
に
対
し
て
、
ま
っ
た
く
対
処
で

き
て
お
ら
ず
、
国
民
の
多
く
が
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
不
利

益
を
被
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
勢
不
安
定
が
、
海
賊
行

為
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
、
ア
デ
ン
湾
に
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
を
す
で

に
派
遣
し
て
い
る
が
、
海
賊
の
発
生
す
る
要
因
に
は
ソ
マ

リ
ア
国
内
の
混
乱
が
あ
る
。
ま
た
、
既
述
の
「
ア
ラ
ビ
ア

半
島
の
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
の
活
動
が
見
ら
れ
る
イ
エ
メ
ン

や
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
入
り
口
に
位
置
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
の

安
定
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
豊
富
な
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
安

全
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。
テ
ロ
を
戦
争
の
み
に
よ
っ
て

解
決
し
よ
う
と
す
る
方
針
に
は
明
ら
か
に
限
界
が
あ
り
、

日
本
も
含
め
て
国
際
社
会
は
、テ
ロ
の
「
震
源
地
」
と
な
っ

て
い
る
国
々
の
政
治
的
・
経
済
的
安
定
を
図
る
努
力
を

い
っ
そ
う
払
っ
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
活
動
す
る

国
の
治
安
の
悪
さ
が
国
際
社
会
の
支
援
を
困
難
に
さ
せ
て

い
る
。
鳩
山
前
政
権
は
５
年
間
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対

す
る
50
億
ド
ル
の
支
援
を
約
束
し
た
。
腐
敗
で
悪
名
高
い

カ
ル
ザ
イ
現
政
権
に
対
し
て
復
興
資
金
を
与
え
て
も
、
多

く
の
効
果
は
望
め
そ
う
に
な
い
。

　

日
本
は
戦
後
賠
償
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
多
く
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
良
好

な
対
日
感
情
の
背
景
と
な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
発
展
に

も
役
立
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
に

日
本
人
を
送
り
、
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
な
ら

ば
、
こ
れ
ら
の
国
の
青
年

た
ち
を
日
本
に
招
き
、
教

育
や
技
術
訓
練
を
施
し
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、

暴
力
が
吹
き
荒
れ
る
国
々

に
将
来
へ
の
希
望
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
と
思
う

の
だ
が
。
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